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第
十
四
回
総
会
を
終
え
て

△石
長
　
エス
　
谷
　
　
昇

当

日
は
好

天
に
も
め
ぐ

ま
れ
、

参

与

の
方

々

を
含

め

、

当

会

始

ま

っ
て
以
来

の

二
百
五
十

四
名

の

参

加
を

い
た

ゞ
く
と
共

に
、
事
務

局

の
皆
様

の
御
支
援

を
受
け
、
盛

大

に
行

な
わ
れ
ま
し
た

こ
と
、
役

員

一
同
感
謝
申
し
卜
げ
ま
す
。

現
在
会
員
も
六
百

四
十
五
名

と

な
り
大
組
織
に
発
展
致
し
ま
し
た
。

現
在

の
会
社

の
状

況
を
み
る
か
ぎ

り
、
今
後
会

員

が
急
増
す

る
と
は

考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

よ

っ
て
当
面

の
活
動
を
継
続
し

て
ゆ

き
た

い
と

思

っ
て
お
り
ま
す

の
で
、

同
好
会

活
動

や
、
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、

月
初

め

の
と
き
わ

ク
ラ
ブ

の
懇
親

会
等

に
も
ぜ

ひ
大
勢

の
方

々
が
参

加
さ
れ
、
親
睦

の
環
を
拡
げ

て

い

た
ゞ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

又
、
今

回
特
別

イ

ベ
ン
ト
と
し

て

「
復
活
す

る
日
本
経
済
」

と

ム

う

テ
ー

マ
で
講
演

を
企

画
致
し
ま

し
た
が
、

こ
ち
ら
も
大
変
好

評
で

し
た
。

来
年

は
創
立
卜

五
周
年
と
な
り

ま
す

の
で
、

記
念

の
特
別
企

画
を

考

え

て
お
り
ま
す

が
、

皆
様
方

に

よ

い
案

が
ご
ざ

い
ま
し

た
ら
事
務

局
、

又
は
役
員
に
御
連

絡

い
た

ゞ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後

に
な
り
ま
す

が
、

皆
様
方

が
ま
す

ま
す
御
健
勝

で
あ

ら
ん

こ

と
を
祈
念
致
し
ま
す
。

ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

ダ

ン

ス

同

皆

さ
ん
ダ

ン
ス
を
楽

し

く
踊
り

健
康
な
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
ダ

ン

ス
を
始

め
よ
う

と
思

っ
て
い
る
方

や
、

す

で
に
上

級

の
技
量

を
持

っ
て
い
る
方
な
ど

沢
山
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ

こ
で
、
今

回
は
東
芝

深
谷

０

Ｂ
会

の
会
員
が
活
動

又
は
関
係

を

し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
を
紹
介

い
た

し
ま
す
。

興
味

が
あ
り
ま
し

た
ら
是
非
奥

様

と
ご

一
緒

に
会
場

へ
出
向

い
て

い
た
だ

き
体
験

を
し
て
み

て
く
だ

さ
い
。

◎
初
心
者

コ
ー
ス

毎
週
水
曜
日
午
後
二
時
～
四
時

幡
羅
公
民
館

小 好

澤
西

正

行

（旧
ワ
ー
ク
ビ
ア
）

◎
経
験
者

コ
ー

ス

毎
週
木
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
～
九
時
三
０
分

幡
羅
公
民
館

（旧
ワ
ー
ク
ピ
ア
）

◎
経
験
者

コ
ー
ス

毎
週
金
曜
日

午
前
九
時
三
０
分
～
十

一
時
三
０
分

南
公
民
館

☆
問
い
合
わ
せ
先

山

口
周
作

電
話
０
四
八
‐
五
七

二
‐
四
〇
五

一

小
澤
正
行

電
話
〇
四
八
‐
五
三
三

一
Ｉ
ハ
四
〓



写
真

へ
の
思

い

写
真

同
好

幹
事

今
年
も

マ
イ
ペ
ー

ス
で
撮
影
に
出

か
け
て
い
る
が
最
近
気
が
付
く
事

は
、
日
で
見
た
す
ば
ら
し
い
風
景

や
豪
華
な
花
と
思
い
撮

っ
て
写
真

で
見
る
と
何
か
期
待
外
れ
で
あ

っ

た
り
又
そ
の
逆
に
写
真
に
し
た
ら

す
ば

ら
し
か

つ
た
り
と
面
白
い
も

の
で
あ
り
、
写
真

の
奥
深
さ
を
感

ず

る
．

こ
れ
か
ら
季
節
も
よ
く
な

り
日
の
出
と
共
に
立
ち
込
め
る
勇

の
中
、
澄
み
切

っ
た
空
気
の
中
で
、

撮
影
も
気
持
ち
の
良

い
時
期

で
あ

Ｚり
。
同
好
会
も
２
名

の
会
員
が
増
え
郷

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
内
容
と
し
て
は

一
、
春
の
撮
影
会
　
妙
義
山
の
桜

二
、
夏
の
撮
影
会
　
霧
ヶ
峰
、

美

ヶ
原

三
、
秋

の
撮
影
会
　
１０
～
Ｈ
月
の

紅
葉
を

四
、
撮
影
会
後
に
講
師
を
呼
ん
で

の
講
評
会

五
、

Ｏ
Ｂ
会
総
会

の
写
真
展
示
等

が
年
間

の
主
な
活
動
計
画
で

加 会

藤

力

也

す
。

入
会
希
望

の
方
は

〇
四
八
‐
五
七
二
‐
〇
五
七
六

加
藤
力
也
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

プ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代

前
年
度

か
ら

「楽

し

い
メ
ー

ル

作
成
」
、

「
ホ
ー

ム
ベ
ー
ジ
作
成
」

や
Ｐ
ｃ
ｌ

Ｑ
＆
Ａ
講
習
会

で
対
応

し

て
来
た
。
今

年
も
引
き
続

き
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、

Ｂ
Ｂ
が
ゆ
え

に
ウ
イ
ル

ス
感
染
被

害

が
増
大

し

て
い
る
。

対
策

に
ウ

イ
ル

ス
バ

ス
タ
ー

を
人

れ
る
と
共
に
、
知

ら
な

い
メ
ー
ル

は
開
か
な

い
。

使
わ
な

い
パ

ソ

コ

ン
は
、
省

エ
ネ
も
兼

ね

て
電
源
オ

フ
に
し

て
置
く

こ
と
を
お
奨

め
し

ま
す
。
Ｂ
Ｂ
時
代
は
便
利

の
こ
と
も
多

い
の
で
特
徴
を
理
解
し
て
パ
ソ
コ

ン
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

（問
合
せ
先
●
〓
府
と

０̈
げ
げ
ド
●
●
一
●
●
『●
）

私
達
の
同
好
会
活
動

釣

同

好

会

佐

藤

和

夫

私
達
、
釣
同
好
会

の
会
員
は

二

十
五
名
で
幹
事

二
名
を
置
き
幹
事

会

で
年
間
行
事

の
立
案
及
び
大
会

実
施
に
向
け
具
体
的
準
備
、
会
員

の
情
報
把
握
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
三
回
の
大
会
を
計
画
、

Ｏ

Ｂ
会
か
ら
補
助
も
頂
き
同
好
会
と

し
て
は
初
め
て
賞

品
を
用
意
し
た

事

も

あ

り
、

例

年

に

な

く
盛

り

上

っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
二
回
の
大
会

を
計
画
し
て

お
り
、　
一
回
目

の
当
日
は
生
憎
雨

と
な
り
改
め
て
六
月
十

二
日
に
延

期
。
釣
は
静
か
に
忍
耐
強
く
や
る
の
が

一
つ
の
手
法
と
か
。
私
達

の
会

は

ベ
テ
ラ
ン
、
素
人

の
入
り
混
り
、

に
ぎ

や
か
な
雰
囲
気

の
中

で
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

浮
き
が
ビ
ク

ツ
と
動
き
竿
か
ら
手

に
伝
わ
る
強

い
引
き
、
新
緑
、
紅

葉
、

そ
ん
な
自
然

の
中
に
浸
り
、

帰
り
に
は
魚
を
み
や
げ
に
―
―
―
。

最
高

の
気
分
で
す
。
皆
さ
ん
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ｉ

Ｔ

同

好

ブ

ロ
ー
ド
バ

ン
ド

（
Ｂ
Ｂ
と
略

す
）
に
は
、
Ｈ∽
∪
ン
＞ヽ
∪
∽
】ヽ
６ヽ
＞
弓
く
ヽ

『
↓
↓
〓

（光
フ
ア
イ
バ
ー
）
、
無
線

ア
ク
セ

ス
な
ど
様

々
な
接
続
サ
ー

ビ

ス
が
存
在
し
ま
す
。
総
務
省

の

発
表
に
よ
れ
ば

回
線
利
用

の
６
割

に
達
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

こ
の
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

の

利
用
方
法
も
変
わ

っ
て
来
た
。
特

に
、
動
画

ニ
ュ
ー
ス

（一呂
速
通
信
）

や
観
戦
ラ
イ
ブ

（常
時
接
続
）
、
画

像

・
音
楽
付

メ
ー
ル
な
ど

の
利
用

が
上
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
押
し
上
げ

て
い
る
大

き

な

要

因

は

Ｉ

Ｐ

電

話

（
イ

ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
電
話
）

で
ヤ

フ
Ｉ

Ｂ

Ｂ
が
猛
烈
に
勧
誘
し

て
い
る
。

１

Ｔ
同
好
会

で
は

こ
れ
ら

の
相
談

や

利

用
方
法

の
質
問
を
メ
ー
ル

で
受

付
て
い
る
。

梶 会

山

畳

員



「尾
瀬
ハ
イ
ク
」
寄
せ
書
き

度

日

で
す

が
　

今

回

は

特

に

よ

か

っ
た
。
下
山
祝
は
バ

ス
で
、

こ

れ
又
最
高
で
し
た
。

Ｏ
Ｂ
会
軽

ハ

イ
ク
の
お
蔭

で
、
歌

の
世
界

の
尾

瀬
が
我
が
身

の
世
界
に
、
現
実

の

も

の
に
出
来
て
最
高

の

一
ＬＩ
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西

◎

一
日
中
快
晴
、

ミ
ス
バ

シ

ョ
ウ

や
高
山
植
物
が
咲
き
乱
れ
、
隧

ヶ

岳
が
雄
人
に
そ
び

え
、
す
ば

ら
し

い
尾
瀬
沼
、
す
ば
ら
し
か

っ
た
。

Ｈ
十
六
年
六
月
四
日

吟
行
三
句

ｏ
明
け
易
し
、
五
感
は
既
に

尾
瀬
の
山

ｏ
仲
間
は
佳
し
天
丼
天
下
尾
瀬
は
夏

●
青
田
風
　
下
山
祝
はバ

ス
の
中

青
柳
　
進

同
好
会
活
動

小
旅

行

同
好
会
菊

池

勝

重

平
成
五
年
に
発
足
以
来
、
十
年

目
の
節
目
を
迎
え
た
昨
年
は
、
十

九
回
目

（六
月
福
島
県
東
山
温
泉

で
は
三
十
五
名
の
参
加
者
あ
り
）
、

二
十
回
目

（十

一
月
千
葉
県
白
浜

海
岸
サ
ン
バ
ー
ド
白
浜

で
は
、

二

卜
数
名

の
参
加
者
あ
り
）
と
回
を

重
ね
て
来
ま
し
た
。
平
成
十
六
年

度
も
、
六
月
と
十

一
月

の
年

二
回

の
小
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

尚
、

六
月
は
七
日
～
八
日
の

一
泊

二
日
で
自
樺
湖
温
泉
を
予
定
し
、

現
在
参
加
者
を
募
集
中

で
す
が
、

参
加
者
数
が

二
十
名
以
下
に
な
る

と
、
無
料
送
迎
バ

ス
を
利
用
出
来

な
く
な
る
た
め
中
止
せ
ざ

る
を
得

ま
せ
ん
。

多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。尚
、
随
時
会
員
募
集
し
て
い
ま

す

の
で
、

人
会
希
望
者

は
、

小
旅

行
幹
事
宅
迄
連
絡
し
て
下
さ
い
。

草
花

・
盆
栽
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

ベ
ラ
ン
グ
に
彩
を
楽
し
も
う

草
花
盆
栽
同
好
会

代
表
幹
事
　
生

方

文

人

草

花
盆
栽

同
好
会

は
、

今
年

二

月
に
総
会

を
開
き
、
今

年
度

の
活

動
計
画
を
決
め

る
と
共

に
役
員

の

交
代

を
し
ま
し
た
。
新

役
員
は
、

代
表
幹
事

‥
生
方
文

人
、
会

計

‥

末
永
隆

司
を
選
出
し
ま
し
た
。

平

成
十
六
年
度

の
計
画
は
、
次

の
通

り
で
す
。

◇
盆
栽
の
展
示

五
月
は
、
東
芝

Ｏ
Ｂ
総
会

に
七

名
が
盆
栽
を
展
示
し
て
、
会
場
に

彩

り
で
飾
り
総
会

を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

◇
盆
栽
　
花
木
の
展
示
場
見
学

七
月
は
、
草
花

や
花
木

の
展
示

販
売
所
を
見
学
し

て
、
趣
味

の
拡

大
と
感
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◇
十
月
は
、
自
然
観
察
会

山
林
に
出
掛
け
自
然
観
察
に
よ

り
活
性
酸
素

の
吸
収
や
自
然
景
観

を
盆
栽
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

◇
十
二
月
は
、
し
め
縄
作
り

正
月
飾
り
用

の
し
め
縄
作
り
の

講
習
会
を
行

い
ま
す
。
立
派
な
し

め
飾
り
で
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

初
心
者
で
も
立
派
に
出
来
ま
す
．

◇
二
月
は
、
総
会

会
員
相
互

の
意
見

で
新
年
度

の

計
画
を
決

め

ま
す

。

楽
し
く
な

る
意
見
を

お
待
ち
し

て

い

ま

す
。

軽

ハ

◎
本

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
全
員

が
何
事
も
な
く
、

目
的
地
に
た
ど

り
つ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。国
井
豊
吉

◎
憧
れ
の
桧
枝
岐
、
遥
か
な
尾
瀬
、

ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
と
尾
瀬
沼
を
満
喫

し

ま

し

た
。

様

子

は
、

ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

見
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
梶
さ
ん

◎
尾
瀬

の
水
芭
蕉

を
期
待
し
た
が

Ｎ
Ｇ
．

替
り
に
新
緑
と
雲

一
つ
な
い
天
候

で
我

々
を
歓
迎
、
感
謝

の
気
持
ち

で

一
杯
だ
。

又
、
素
晴
ら
し
い
自

然
の
出
合
い
を
待
ち
た
い
。
　

仙
波

◎
バ

ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
軽

ハ

イ
ク
．

車
中
も
和
気
合

々
、
楽
し
く
尾
瀬

ハ
イ
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。
　

渋
谷

◎
雲
を
見

る
こ
と
が
出
来
ず
、

念

で
し
た
。
景
色
は
最
高
で
、

イ

キ

ン
グ

同

好

会

め

　

一



同
好

会

活

動

囲

碁

同

好

会

幹
事
長
　
」返

藤

保

明

最
初
に
囲
碁
に
関
す
る
雑
学
的

な

こ
Ｌ
を

二
、

三
ご
紹
介
し
て
お

き
ま
す
。

碁

石
の
大
き
さ
は
自
と
黒
で
は

同
じ
直
径

で
は
な
く
、
黒
石

の
方

が
い
く
ら
か
大
き
く
で
き
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
私
が
使

っ
て
い
る
も

の
は
黒
石
の
方
が
自
石
よ
り
直
径

で
い
ミ
リ
ほ
ど
大
き
く
、
厚
み
も

け
ミ
リ
ほ
ど
厚
か

っ
た
。
大
き
さ

が
違
う
理
由
は
自
黒
同
じ
だ
と
黒

石
の
方
が
小
さ
く
見
え
る
た
め
だ

と
い
う
。

そ
れ
ぞ
れ
■
個
づ

つ
並

べ
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
黒

の
列

の
方
が
長
く
な
る
の
が
分
か
る
。

次
に
碁
盤
に

つ
い
て
。
碁
盤

に

は
縦
横

そ
れ
ぞ
れ
十
九
本
づ

つ
線

が
引

か
れ

て

い
て
、

そ

の
工父
点

（日
と
い
う
）

の
数
は
三
六

一
あ

る
。

こ
れ
に
伴

っ
て
石
の
数
は
自

石
が

一
八
〇
個
、
黒
石
が

一
八

一

個
と
な

っ
て
い
る
。
暮
盤
に
引
か

れ
た
四
角
形
は
上
方
形
で
は
な
い
。

終
局
の
後
、
磐
面
整
理
の
際
に

ス

ベ
ー

ス
の
余
裕

を
取

っ
て
並

べ
易

く
し

て
い
る
も

の
と
思
わ
れ

る
。

線

を
引
く
方
法
と
し

て
日
本

刀
を

使

っ
て
い
る
と

こ
ろ
を

テ
レ
ビ

で

見
た

こ
と
が
あ

る
が
、

よ
く
考
え

た
も
の
だ
と
感
心
し
た
。

そ
れ
で
は
、
本
題
で
あ

る
田
碁

同
好
会

の
活
動
状
況
に

つ
い
て
簡

単
に
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

ま
ず
、
昨
年
度

の
実
績
と
し
て

は
、
月

二
回
の
定
例
対
局
を
十

八

回
開
催
し
延

べ

一
五
五
名

が
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
年

二
同
実
施

し
て
い
る
　
泊
研
修
会

で
は
リ
ー

グ

戦

形
式

で
勝

敗

を
競

い
実

力

ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度

は
定
例
会

を
上
曜

日
に

開
催
す

る
こ
と
に
し
た
が
、

こ
れ

は
昨
年
度

の
参

加
実
績

か
ら
決

め

た

こ
と
で
、
今
年

一
年
間

の
様

子

を
見
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．

会
員
は
現
在

二
八
名
。

年
会

費

は
千
円
で
、
定
例
会

で
は
昼
食
代

の
実
費
負
担

の
み

で
す
。
毎

月
第

二
、
第

四
土
曜

日
に

「
と
き
わ

ク

ラ
ブ
」

で
開
催

し

て
い
る

の
で
、

関
心

の
あ

る
方

は
覗

い
て
見

て
く

だ
さ
い
。

囲
碁
は
右
脳

の
活
性
化

に
役
立

つ
と
言
わ
れ

る
し
、
会
合

は
Ｏ

Ｂ

一

会
員
同
ｔ

の
交
流

の
場

と
し

て

の

活
用
も
あ

り
ま
す
．

入
会
す

る
か

否
か
迷

っ
て
お
ら
れ

る
方

は
、

こ

の
際
仲

間
入
り
さ
れ

る

こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

月
例
会
だ
よ
り

将
棋

同
好
会

世
話
人
　
笹

島

菫我
雄

Ｏ
Ｂ
将
棋
同
好
会
は
、
発
足
八

年
日
で
、
平
成
十
六
年
五
月
現
在

会
員
三
十

二
名

で
活
動
し
て
い
ま

す
。

（休
部
者
十
六
名
）

月
例
会
は
、
毎

月
第

一
水
曜
日

に
Ｌ
き
わ
ク
ラ
ブ
に
て
実
施
し

て

い
ま
す
。
会
員

の
棋
力
は
、
同
好

会
段
級
昇
降
格
規
定
に
基
づ
き
、

一
級
か
ら
五
段
ま
で
で
、

一
．段
以

上
と
　
段
以
ド
の
一
ク
ラ
ス
に
わ

か
れ
、
大
会

の
成
績

に
よ

っ
て
ク

ラ
ス
の
入
れ
替
え
が
あ
り
ま
す
。

月
例
大
会
は
、

五
局
点
数
手
合

割

（駒
落
ち
）

で
行
な
い
、　
一
局

毎
に
点
数
が
あ
り
、
優
勝

の
行
方

は
最
終
局
ま
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。

毎

月

一
位

か

ら

，
位

と

、

ブ

ー

ビ
ー
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

昼
食
は
、

ク
ラ
ブ
お
任
せ
の
弁
当

五
百
円
と
ビ
ー
ル
が
割
当
て
ら
れ
、

前

月

の
優
勝
者

が
乾
杯

の
音

頭
を

取
り
、
　
〓
一一ロ
ス
ピ
ー
チ
し
、

ほ

ろ

酔
気
分

で
世
間
話

に
花
が
咲
き
ま

す
。
十

一
月
は
研
修
旅
行
、　
．
月

は
新

年
会

が
あ

り
、
年
間
賞

の
表

彰

を
行

な

い
、
賞

状

や
記
念

品

の

進
呈
が
あ
り
ま
す
。

将
棋

は
ひ
と

り

で
も
楽
し

め
、

ボ

ケ
防
止

に
も
な
り
ま
す
。
皆

さ

ん
も

一
度
や

つ
て
み
ま
せ
ん
か
。



同
好
民 会
謡 活
同 動

民
謡
同
好
会
十
五
年
度

の
主
な

活
動
は
月
例
会
毎
月
第

一
、
第
二

水
曜
日
夜
七
時
か
ら
九
時
迄

二
時

間
、

ワ
ー
ク
ビ
ア

（現
在
幡
羅
公

民
館
）

で
練
習
を
毎

回
欠
か
さ
ず

行

っ
て
居
り
ま
す
。

又
そ
の
成
果

を
発
表
す

る
場
と
し
て
各
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
お
り
、
％

に
新

田

町
木
崎
公
民
館
芸
能
祭
に
梅
秀
会

と
合
同
出
演
し
数
少
な
い
民
謡

の

部

で
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
又
、

路

に
ワ
ー
ク
ビ
ア
祭
り
に
出
演
し
、

こ
ち
ら
も
梅
秀
会
三
弦
部

の
皆
さ

ん
の
協
力

で
大
変
な
好
評
を
博
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
ア
に

は
梅
秀
会

ミ

ニ
発
表
会

（木
崎
公
民
館
）

で

同
好
会
も

一
緒
に
発
表
。

こ
れ
は

個
人
の
成
果
発
表
を
す
る
も
の
で
、

自
分

の
得
意
な
歌
を
存
分
に
被
露

出
来
る
機
会
で
す
。

十
六
年
度
も
十
五
年
度
同
様

の

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
来
年
に
は
盛
大
な
発

表
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

又
、

こ
れ
ま
で
練
習
を
し
て
き
た
曲
目

好

会
清

野

正

一

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
と

「
ソ
ー
ラ

ン
節

」

「
北

海

盆

唄
」

「
津

軽

甚

句
」

「
弥

二
郎
節
」

「
十

二

の
砂

山
」

「南
部
俵
積
唄
」

「酒
屋
も
と

す
り
唄
」

「長
者

の
山
」

「斉
太
郎

節
」

ｒ
化
笠
踊
り
」

「綱

の
し
唄
」

「野
州
麦
打
唄
」

「佐
渡
お
け
さ
」

「河
内
音
頭
」

「貝
殻
節
」

「筑
後

酒
造
り
唄
」

「新
相
馬
節
」
等
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
他
各
個
人
の
持
ち
歌
な
ど

発
表
会
に
向
け
て
練
習
を
行

っ
て

お
り
ま
す
。

同
好
会
会
員
は
現
在

十

四
名
で
す
が
、
民
謡
に
興
味

の

あ
る
方
、
歌

っ
て
み
た
い
方
、

入

会
を
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。
素
晴

し
い
明
石
梅
秀
先
生
指
導

の
も
と

で

一
度
歌

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

昨  頑 他 応 加 当 ラ に  だ 一 音 け を 八 能        ◎

年 十 張 の 援 す カ オ 深 今 ″ 寸 者
通 六 リ グ を る ラ ケ 谷 年  し て

同
好
会
活
動
報
告
と
計
画

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

久

保

田
　

厚

カ

ラ
オ
ケ
旅
行

の
実
施
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
決
定
次
第
関
係
者
に
、

御
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
四
月
以
降

ワ
ー
ク
ビ
ア
が
、

幡
羅
公
民
館

に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
が
、

幡
羅
公
民
館

の
音
楽
室

に
て
、
カ

ラ
オ
ケ
練
習
を
行

い
ま
す

の
で
、

毎

月
第

二
水
曜
日
　
Ｐ
Ｍ
六
時
よ

り
練
習
し
て
い
ま
す

の
で
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

新
会
員
も
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
左
記
ま
で
連
絡
願
い
ま

す
。
世
話
人

（会
長
）
久
保
田
　
厚

（〇
四
八
‐
五
三
二
‐
一
〇
二
六
）

（幹
事
）
伊
藤
暢
雪

（〇
四
八
‐
五
七

一
‐
八

一
二
四
）

（会
計
）
池
田
重
郎

（〇
四
八
‐
五
七
二
‐
九
四
九
二
）



同
好
会
の
近
況

ゴ

ル

フ
同

好

会

斉

藤

登

ゴ

ル

フ
同
好
会

は
、
健
康
管

理

の

一
環

と

し

て

コ

ミ

ュ

ニ
ケ

ー

ンヽ
コ
ン
を
含

め

一
日
を
楽
し
く

エ

ン
ジ

ョ
イ
し

て
い
た
だ

く

こ
と
を

主
旨
と
し
た
集

ま
り

で
す

が
、

同

好

会

メ

ン

パ

ー

は

一
三

二
名

の

方
々
に
入
会
頂
い
て
い
ま
す
。

会

員

の
皆

さ
ん
は
、
体
力
的

に

も
精
神
的
に
も
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、

ま
た
金
銭
的

に
も
余
裕

が
あ
る
と

言
え
ま
す
。

と

は
言
え

コ
ン
ペ
開
催
は
年
間

二
回
で
、

パ
ブ

リ

ッ
ク

コ
ー

ス
と

メ

ン
バ
ー

コ
ー

ス
の
開
催
比
率

を

三
対

一
の
割

合

で

パ
ブ

リ

ッ
ク

コ
ー

ス
を
多

く
し

て
、

近
郊

の
ゴ

ル

フ
場

を
利

用
し
開
催
し

て
お
り

ま
す
。

今

年
も
総
会

後

の
六
月

一
日
に

上
武
ゴ

ル

フ
場

で
第

二
十

三
回

コ

ン
ペ
を
開
催
致
し
ま
し
た
が
、

生

憎

の
雨

の
中
、

ア
ウ
ト

・
イ

ン
各

九
組
同
時

ス
タ
ー
ト

で
７
０
名

の

方

々
に
参
加

い
た
だ

く
盛

況
振

り

と
な
り
ま
し
た
。

．フ
レ
ー
後

の
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は

結
果
発
表
を
含
め
懇
親

を
深
め
ら

れ
、
所
謂
お
互
い
の
近
況
報
告
会

と

な

り

ま

し

た

が
有

効

な

時

間

だ

っ
た
と
言
え
ま
す
。

結
果
は
優
勝
柴
崎
良
夫
さ
ん
で

グ

ロ

ス
鴨
ネ

ッ
ト

６６
、

準

優

勝

佐

々
木
秀
人
さ
ん
、

三
位
信

田
岩

根
さ
ん
、

ベ
ス
グ

ロ
は
信

田
岩
根

さ
ん

の
７６
、
女
子
の
優
勝
登
坂
明

子
さ
ん
で
グ

ロ
ス
９４
、
ネ

ッ
ト
８０

で
し
た
。

奥
様

に
参
加
頂
く
こ
と
歓
迎

で

す
。
自
分
だ
け
楽
し
ま
ず
、
奥
様
に
お

声
掛
け

い
た
だ
き
参
加
頂
け
ま
す

よ
う
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

〇
~

´́ ィ2‐
‐
― ‐
~‐

||

,′

〔
投

稿

〕

短
　
歌

渡

部

和

夫

幾
筋
も
咲
き
揃
い
た
る
藤
の
花

顔
を
寄
せ
淡
い
匂
い
を
嗅
ぎ
ぬ

春
雨
を
浴
び
て
迷
い
出
で
た
る

カ
タ
ツ
ム
リ

路
を
横
切
り
い
ず
こ
か

へ
消
ゆ

大
輪
に
輝
い
て
い
た
ば
た
ん
花

散
り
行
く
と
き
を

見
る
は
化
び
し
き

短

歌

飛
行
機
で
運
動
会
を
見
に
来
て
ね

ソ
ウ
ル
の
孫
に
電
話
に
誘
わ
る

飛
行
機
の
背
も
た
れ
を
蹴
る
幼
子
に

別
れ
た
ば
か
り
の
孫
を
重
ね
見
る

一
輪
車
見
事
あ
や
つ
り
青
空
に

両
手
広
げ
る
四
年
生
の
孫

/1ヽ

澤

正

行

●
新

井
敏
道

さ
ん
が
十
六
年

二
月
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。

編
集
後
記

東
芝
深
谷
Ｏ
Ｂ
会
同
好
会
活

動
は
、
数
あ
る
東
芝
事
業
所
０

Ｂ
会
の
中
で
も
最
も
活
況
を
呈

し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
た

め
幹
事
の
方
々
の
ご
苦
労
も
大

変
な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
活
動
を
更
に
麻
り
上
げ
て
戴

き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
同
好
会
活
動
報
告
は

も
と
よ
り
、

一
般
会
員
の
方
々

の
投
稿
も
掲
載
し
会
報
誌
面
の

主
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
投
稿
、
ご

意
見
ご
感
想
等
を
事
務
局
　
編

集
委
員
ま
で
ご
連
絡
戴
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

編
集
委
員
幹
事
　
佐
々
木
　
敏

″
　

斉
　
藤

登 光


